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『　わすれていいから　』 『 考古学者が発掘調査をして
いたら怖い目にあった話 』

大森裕子／作
KADOKAWA

大城道則、芝田幸一郎、角道亮介／著
ポプラ社

　ねこの「おれ」と赤ちゃんの「おま
え」。一緒に過ごすここは「おれたち
のなわばり」。ねこの目線で見る、男
の子の成長を描いた絵本です。最後の
ページにじんわりさせられます。

　大陸をまたにかけ、ロマンを追
い求める考古学者。でもロマンだ
けでは食べていけない！原因不明
の病にかかり、墓の中に 2 週間閉
じ込められ、生贄の羊をさばく！？
発掘調査の面白いエピソードがこ
れでもかと紹介されています。

◦10月の休館日
7日（月）、13日（日）、
14日（月・祝日）、21日（月）、
28日（月）、
31日（木・月末整理日）

 

『 となりのきみのクライシス 』

濱野京子／作　トミイマサコ／絵　
さ・え・ら書房

　「今日は、子どもの権利条約について
少しお話したいと思います」大西先生
は終わりの会でこう言った。6 年 1 組
のクラスメイトは、それぞれが危機（ク
ライシス）を抱えていた。母親の干渉、
父親の家庭内暴力、学校でのセクシャ
ル・ハラスメント、家族からの男尊女
卑差別…。自分たちにも尊重されるべ
き権利があることに気づき声を上げて
いく物語。

イベントのお知らせ

今月のおすすめ本

※事前に申し込みが必要です。
※イベントが変更または中止になる場合もございます。予めご了承ください。

◦0,1,2歳児のおはなし会
　絵本、わらべうたなどをお楽しみ
ください。
日 時　10月17日（木）午前11時～
対 象　0,1,2 歳児とその保護者
定 員　10組
場 所　図書館・幼児コーナー
申 込　10月1日（火）午前10時～

◦ギターの調べ
　クラシックギターの音色を聴きな
がら、館内で癒やしのひとときをお
楽しみください。
日 時　10月19日（土）午前10時～
場 所　図書館・児童コーナー
演 奏　山上 浩幸氏
申 込　不要

◦おはなし会
　おはなし、手遊び、絵本などをお
楽しみください。
日 時　11月2日（土）　午前11時～
対 象　幼児〜小学校低学年
定 員　10組
場 所　図書館・幼児コーナー
申 込　10月6日（日）午前10時〜

◦秋のおはなし会
　楽しいおはなしや絵本の読み聞か
せなど、いろどり豊かな秋のおはな
し会です。工作のお土産もあります
ので、ぜひご参加ください。
日 時　10月26日（土）午後2時～
対 象　幼児～小学生
定 員　30名
場 所　図書館・視聴覚室
申 込　10月1日（火）午前10時～

◦ふくらすずめ第13回朗読会
　「陽だまりカフェ」
　「朗読サークル ふくらすずめ」の
第 13回朗読会です。どうぞお気軽に
お申込みください。
日 時　11月15日（金）
　　　　午後1時30分～（開場1時15分）
定 員　30名
場 所　図書館・視聴覚室
出 演　昭和町朗読サークル・ふく
　　　　らすずめ
申 込　10月1日（火）午前10時～

◦読み聞かせ講座
　読み聞かせの基本講座です。今年
度は、保育と人形の会の高田ちとせ
氏をお迎えし、「おはなし会で使える
小さな人形」と題して、ことりの人
形を作成し、演じ方についてご講義
いただきます。
日 時　11月9日（土）午後2時～
対 象　読み聞かせボランティアを
　　　  やってみたい方絵本の読み
　　　　聞かせに関わりのある方など
定 員　15名
場 所　 図書館・視聴覚室
持ち物　15㎝前後のよく切れるハサミ
申 込　10月8日（火）午前10時～

問い合わせ
　環境経済課（☎275-8355）

環境
農政

かんきょうけいざい  つうしん NO.197

※7月の粗大ごみの日は、23日（月）になります。当日の朝、昭和町総合体育館駐車場に出してください。
　粗大ごみは、指定ごみ袋に入らないものに限ります。それ以外のごみは、しっかりと分別して出しましょう！

※10月の粗大ごみの日は、10月28日（月）になります。当日の朝6時30分～ 8時30分の間に、昭和町総合体育館駐車場へ出してください。
そのごみ、本当に粗大ごみ？粗大ごみは、指定ごみ袋に入らないものに限ります！それ以外のごみは、しっかりと分別をして出してください。

　
経
営
に
役
立
つ
セ
ミ
ナ
ー
、
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

セ
ミ
ナ
ー
情
報

▼
10
月
2
日
（
水
）
14
時
～
16
時

　
売
上
ア
ッ
プ
実
践
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ　
C
h
a
t
G
P
T
編

▼
10
月
8
日
（
火
）
13
時
30
分
～
16
時
30
分

　
中
堅
社
員
実
力
養
成
講
座

▼
10
月
17
日
（
木
）
14
時
～
16
時

　
売
上
ア
ッ
プ
実
践
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ　
C
a
n
v
a
編

▼
10
月
23
日
（
水
）
14
時
～
16
時

　
知
っ
て
お
き
た
い
食
品
の
こ
と　
ブ
ラ
ン
ド
を
守
る
編

▼
11
月
12
日
（
火
）
14
時
～
16
時
30
分

　
売
上
ア
ッ
プ
実
践
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ　
I
n
s
t
a
g
r
a
m
編

▼
11
月
13
日
（
水
）
14
時
～
16
時

　
知
っ
て
お
き
た
い
食
品
の
こ
と　
会
社
を
守
る
編

相
談
会

▼
経
営
な
ん
で
も
相
談
会　

　
10
月
10
日
（
木
）、
24
日
（
木
）、
11
月
11
日
（
月
）、
28
日
（
木
）、

　
12
月
5
日
（
木
）、
19
日
（
木
）

▼
業
種
別
リ
ス
ク
診
断
会

　
10
月
21
日
（
月
）
午
前

 

そ
の
他
、
詳
し
く
は
昭
和
町
商
工
会
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

10
月
１
日
は
、 

浄
化
槽
の
日
で
す
！

昭
和
町
商
工
振
興
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

〜
昭
和
町
商
工
会
か
ら
の
お
知
ら
せ
〜

　
浄
化
槽
を
設
置
さ
れ
て
い
る
方
は
、年
1
回
の
法
定
検
査
の
受
検
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
浄
化
槽
は
、微
生
物
の
働
き
を
利
用
し
て
汚
水
を
き
れ
い
に
す
る
装
置
で
す
の
で
、適
切

な
維
持
管
理（
保
守
点
検
・
清
掃
）が
必
要
で
す
。

　
法
定
検
査
は
、日
頃
の
維
持
管
理（
保
守
点
検
・
清
掃
）が
適
正
に
行
わ
れ
、浄
化
槽
か

ら
の
放
流
水
に
異
常
が
な
い
か
を
確
認
す
る
検
査
で
、毎
年
1
回
、受
検
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

検
査
の
申
込
は
、知
事
が
指
定
し
た
機
関
で
あ
る「（
一
社
）山
梨
県
浄
化
槽
協
会
」ま

で
お
願
い
し
ま
す
。

令
和
6
年
度
宅
配
ボ
ッ
ク
ス

購
入
費
補
助
金
の
お
知
ら
せ

　
　

町
で
は
、物
流
業
界
の
働
き
方
改
革
に
対
応
し
、再
配
達
の

削
減
に
よ
る
事
業
者
の
負
担
及
び
環
境
負
荷
の
軽
減
を
図
る

た
め
、宅
配
ボ
ッ
ク
ス
の
購
入
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

【
対
象
者
】

　
① �

町
内
の
戸
建
て
住
宅
若
し
く
は
集
合
住
宅
に
居
住
す
る

方（
申
請
時
に
昭
和
町
内
に
住
所
を
有
す
る
方
）

　
② �

町
内
の
集
合
住
宅
の
所
有
者
若
し
く
は
管
理
者（
共
同
使

用
を
目
的
と
し
て
購
入
・
設
置
）

【
補
助
金
額
】

　
① �

補
助
対
象
経
費
の
1/2（
百
円
未
満
端
数
切
捨
て
・
上
限

1
万
円
）※
1
世
帯
1
基
限
り

　
② �

補
助
対
象
経
費
の
1/2（
百
円
未
満
の
端
数
切
捨
て
）又
は

総
戸
数
若
し
く
は
購
入
し
た
宅
配
ボ
ッ
ク
ス
の
扉
数
の

少
な
い
数
に
1
万
円
を
乗
じ
た
額
の
い
ず
れ
か
低
い
額

※
1
棟
1
回
限
り

【
申
請
期
間
】

　
令
和
6
年
10
月
1
日（
火
）
～
令
和
7
年
2
月
28
日（
金
）

　
詳
し
く
は
、町
の
H
P(https

：//w
w

w
.tow

n.show
a.

yam
anashi.jp/soshiki/8/10719.htm

l)

ま
た
は
環
境

経
済
課
農
政
振
興
係

　
（
☎
2
7
5-

8
3
5
5
）ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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○
申
し
込
み
・
手
続
き

　

預
金
口
座
の
あ
る
金
融
機
関
の
窓
口
で
お

申
し
込
み
で
き
ま
す
。取
扱
い
金
融
機
関
は
、

納
付
書
の
裏
面
に
記
載
さ
れ
て
い
る
金
融
機

関
で
す
。

　

金
融
機
関
窓
口
へ
、預
金
通
帳
、通
帳
の
届

出
印
、納
税
通
知
書
を
お
持
ち
に
な
っ
て
、口

座
振
替
を
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、役
場
町
民
窓
口
課
に
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ

ー
ド（
※
）を
お
持
ち
い
た
だ
く
だ
け
で
、口
座

振
替
の
申
し
込
み
手
続
き
を
行
え
る
サ
ー
ビ

ス
も
行
っ
て
い
ま
す
。役
場
に
お
越
し
の
際
、

お
気
軽
に
口
座
振
替
の
手
続
き
も
お
申
し
出

く
だ
さ
い
。

※
山
梨
中
央
銀
行
、甲
府
信
用
金
庫
、山
梨
信

用
金
庫
、ゆ
う
ち
ょ
銀

行
、山
梨
み
ら
い
農
協

の
普
通
預
金（
総
合
口

座
）の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー

ド
に
限
り
ま
す

　

国
民
健
康
保
険
は
、
昭
和
町
の
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
皆
さ
ま
の
国

民
健
康
保
険
税
を
主
な
財
源
と
し
て
運
営
し
て
い
ま
す
。
令
和
5
年
度
の
決
算
か

ら
、
国
民
健
康
保
険
の
収
支
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

国民健康保険
加入世帯 2,319世帯
被保険者 3,579人

令和6年8月末現在

No.134

交
通
事
故
な
ど
に
あ
っ
た
時
に
は

必
ず
届
出
を
！

国
民
健
康
保
険
の
主
な
収
支

(

令
和
5
年
度
決
算)

国民健康保険の主な収入 国
保
だ
よ
り

お問い合わせ先
町民窓口課

☎ 275-8264

　

保
険
税
は
、納
付
書（
振
込
用
紙
）に
よ
る
納
付
の
ほ
か
、口
座
振
替
で
も
納
め
ら
れ
ま
す
。口
座
振

替
で
は
、毎
月
月
末
に
金
融
機
関
の
口
座
か
ら
引
き
落
と
し
と
な
る
た
め
、納
め
忘
れ
が
な
く
、銀
行

等
に
出
向
く
手
間
が
省
け
て
便
利
で
す
。ぜ
ひ
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。

保
険
税
の
納
付
は
口
座
振
替
が
便
利
で
す

　

交
通
事
故
を
は
じ
め
、
第
三
者
の
行
為
に
よ
っ
て
け
が
な
ど
を
し
た
場
合
に
も
、
国
保
で
治
療
を

受
け
ら
れ
ま
す
。
本
来
、
治
療
費
は
第
三
者
（
加
害
者
）
が
支
払
う
も
の
で
す
が
、
一
時
的
に
国
保

が
立
替
え
払
い
を
し
て
、
あ
と
か
ら
国
保
が
第
三
者
側
（
加
害
者
・
保
険
会
社
）
に
費
用
の
請
求
を

し
ま
す
。
示
談
の
前
に
必
ず
国
保
に
「
第
三
者
行
為
に
よ
る
傷
病
届
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
交
通
事
故（
自
損
事
故
を
含
む
）

◦
他
人
の
ペ
ッ
ト
に
噛
ま
れ
た

◦
飲
食
店
で
食
中
毒
に
な
っ
た  

な
ど

◦
不
当
な
暴
力
や
傷
害
行
為
を
受
け
て
ケ
ガ
を
し
た

◦
自
転
車
同
士
や
自
転
車
と
歩
行
者
に
よ
る
事
故

　国民健康保険の収入は、国民健康保険に加入している
皆さまから納めていただく国民健康保険税をはじめ、県
からの負担金、一般会計からの繰入金、その他納付金・
返納金等となっています。

繰入金
11.8%

2億1,906万円
保険税
23.2%

4億2,797万円

その他
1.6%

2,972万円

国・県支出金
63.4%

11億7,164万円

18億4,839万円
収入

　国民健康保険の支出は、国民健康保険に加入している皆さまが病院などに
かかった時の医療費の保険者負担金（本人負担３割の場合は７割、２割の場合
は８割）である保険給付費が主な支出となります。
　また、県へ納める事業費納付金、特定健診、特定保健指導を実施するための
経費、国・県への返還金等となっています。

国民健康保険の主な支出

　

医
療
費
は
、医
療
技
術
の
進
歩
、加
入
者
の
高
齢
化
等
に
よ
り
、増
加
傾
向
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
大
切
な
国
民
健
康
保
険
を
続
け
て
い
く
た
め
、一
人
ひ
と
り
が
医
療
費
に
関
心
を
持

ち
、医
療
費
の
節
約
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

医
療
費
の
節
約
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

○
い
く
つ
も
お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
の
は

や
め
ま
し
ょ
う

　

同
じ
検
査
や
診
察
の
繰
り
返
し
は
、身
体
の

負
担
に
な
る
ば
か
り
で
な
く
、医
療
費
の
無
駄

に
も
な
り
ま
す
。重
複
し
て
い
く
つ
も
の
お
医

者
さ
ん
に
か
か
る
の
で
は
な
く
、信
頼
の
お
け

る
主
治
医
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

○
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
活
用
し
ま
し
ょ
う

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
、こ
れ
ま
で
使
わ

れ
て
き
た
お
薬（
新
薬
）の
特
許
が
切
れ
た
後

に
、有
効
性
・
安
全
性
が
同
等
の
も
の
と
し
て

製
造
販
売
さ
れ
る
低
価
格

の
お
薬
で
す
。ジ
ェ
ネ
リ

ッ
ク
医
薬
品
の
選
択
は
、

自
己
負
担
の
軽
減
だ
け
で

な
く
、医
療
費
全
体
の
抑

制
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

医
師
や
薬
剤
師
と
相
談
し
、ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医

薬
品
の
利
用
が
可
能
な
場
合
に
は
積
極
的
に

活
用
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

○
柔
道
整
復
師（
整
骨
院
・
接
骨
院
）で
保
険

証
を
使
え
る
範
囲
は
限
ら
れ
て
い
ま
す

　

柔
道
整
復
師（
整
骨
院
・
接
骨
院
）に
か
か

る
時
は
、健
康
保
険
が
使
え
る
範
囲
が
限
定
さ

れ
て
い
て
、対
象
と
な
る
の
は
、急
性
な
ど
の

外
傷
性
の
打
撲
・
捻
挫（
肉
離
れ
等
）・
骨
折
・

脱
臼
だ
け
で
す
。日
常
的
な
疲
労
か
ら
く
る
肩

こ
り
や
腰
痛
、ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
筋
肉
疲
労
、

病
気（
神
経
痛
・
リ
ウ
マ
チ
・
五
十
肩
・
関
節
炎
・

ヘ
ル
ニ
ア
等
）か
ら
く
る
痛
み
や
こ
り
、症
状

の
改
善
が
見
ら
れ
な
い
長
期
の
治
療
な
ど
は

対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。柔
道
整
復
師
に
か
か
る

時
に
は
負
傷
の
原
因
を
正
し
く
伝
え
ま
し
ょ

う
。

　

国
民
健
康
保
険
は
、
加
入
者
が
病
気
や
け
が
を
し
た
と
き
に
、
病
院
で
安
心
し
て
診

療
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
加
入
者
相
互
が
保
険
税
を
負
担
し
合
い
、
助
け
合
う
制
度
で
す
。

こ
の
制
度
の
運
営
を
支
え
る
大
切
な
財
源
と
な
る
の
が
、
皆
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
い

て
い
る
保
険
税
で
す
。

　

国
民
健
康
保
険
加
入
の
皆
さ
ま
は
、
医
療
が
必
要
な
時
は
、
少
額
の
負
担
で
医
療
を

受
け
ら
れ
る
と
と
も
に
、
保
険
税
を
納
め
る
義
務
も
あ
り
ま
す
。　

　

保
険
税
は
納
期
限
を
守
り
、
必
ず
納
め
て
く
だ
さ
い
。

納
期
限
を
守
り
ま
し
ょ
う
！

※	

国
民
健
康
保
険
税
は
、コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア（
コ
ン
ビ
ニ
）で
も
納
付
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。利
用
で
き
る
店
舗
は
納
付
書
の
裏
面
に
記
載
し
て
あ
り
ま
す
。

た
だ
し
、納
付
書
に
コ
ン
ビ
ニ
収
納
の
バ
ー
コ
ー
ド
が
印
字
さ
れ
て
い
な
い
場
合

や
、破
損
・
汚
れ
等
で
バ
ー
コ
ー
ド
が
読
み
取
れ
な
い
場
合
、金
額
の
訂
正
が
あ

っ
た
場
合
、納
入
期
限
を
過
ぎ
て
い
る
場
合
、納
付
金
額
が
30
万
円
を
超
え
て
い

る
場
合
は
コ
ン
ビ
ニ
で
は
納
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

保険給付費
62.6%

11億4,341万円

その他
2.5%

4,643万円

18億2,817万円
支出

事業費納付金
34.9%

6億3,833万円
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昭
和
町
広
報
の
国
民
年
金
シ
リ
ー
ズ
の
今
回
は
、国

民
年
金
の
任
意
加
入
制
度
を
紹
介
し
ま
す
。

  
任
意
加
入
制
度
に
つ
い
て

　

老
齢
基
礎
年
金
は
65
歳
か
ら
受
け
取
れ
ま
す
が
、受
給
資

格
と
し
て
10
年（
１
２
０
月
）以
上
の
保
険
料
の
納
付
期
間

が
必
要
で
す
。ま
た
、20
歳
か
ら
60
歳
に
な
る
ま
で
の
40
年

間
保
険
料
を
納
め
て
い
な
け
れ
ば
、満
額
の
年
金
を
受
け
取

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、国
民
年
金
保
険
料
の
未
納
・
未
加
入
・
免
除
期

間
が
あ
る
方
は
60
歳
か
ら
65
歳
に
な
る
ま
で
の
間
に
国
民

年
金
に
任
意
加
入
し
て
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
で
、受
給
資

格
を
得
た
り
、年
金
受
給
額
を
満
額
に
近
づ
け
た
り
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

  

任
意
加
入
を
す
る
条
件
に
つ
い
て

　

次
の
①
～
⑤
の
す
べ
て
の
条
件
を
満
た
す
方
が
任
意
加

入
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

①
日
本
国
内
に
住
所
を
有
す
る
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方

②
老
齢
基
礎
年
金
の
繰
上
げ
支
給
を
受
け
て
い
な
い
方

③
20
歳
以
上
60
歳
未
満
ま
で
の
保
険
料
の
納
付
月
数
が

　
４
８
０
月（
40
年
）未
満
の
方

④
厚
生
年
金
保
険
に
加
入
し
て
い
な
い
方

⑤
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
方
で
、在
留
資
格
が「
特
定
活
動

　
（
医
療
滞
在
や
観
光
等
を
目
的
と
す
る
長
期
滞
在
）」で
滞

　
在
す
る
方
で
は
な
い
方

　

ま
た
こ
の
他
の
条
件
と
し
て
次
の
①
、②
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
方
も
任
意
加
入
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

①
年
金
の
受
給
資
格
期
間（
10
年
・
１
２
０
月
）を
満
た
し

て
い
な
い
65
歳
以
上
70
歳
未
満
の
方

②
外
国
に
居
住
す
る
日
本
人
で
、20
歳
以
上

65
歳
未
満
の
方

  

加
入
に
あ
た
っ
て
の
留
意
点

●
納
付
方
法
は
口
座
振
替
で
す

　

保
険
料
の
納
付
方
法
は「
外
国
に
居
住
す
る
日
本
人
で
、

20
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
」を
除
き
、口
座
振
替
が
原
則
と

な
り
ま
す
。

●
さ
か
の
ぼ
っ
て
加
入
で
き
ま
せ
ん

　

加
入
月
は
任
意
加
入
の
申
出
が
あ
っ
た
月
と
な
り
、さ
か

の
ぼ
っ
て
加
入
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

  

お
問
い
合
わ
せ

　
役
場
町
民
窓
口
課
年
金
担
当（
直
通
）

　
　
　
　
　
　
　
　
（
☎
２
７
５
‐
８
２
６
４
）

　
竜
王
年
金
事
務
所（
☎
２
７
８
‐
１
１
０
０
）

60
歳
か
ら
の
「
任
意
加
入
」
で
も
ら
え
る
年
金
額
を
増
や
せ
ま
す
！

5年間加入したと仮定した場合の保険料納付額と年金増加額は次のとおりです。
※令和6年度の保険料額、年金額（65歳時満額の816,000円）で計算しています。

●5年間の保険料納付額（総額） ・・・  1,018,800 円

●65歳から受け取る年金の増加額
　70歳  ・・・  約　　510,000円（5年間の総額）
　75歳  ・・・  約　1,020,000円（10年間の総額）
　80歳  ・・・  約　1,530,000円（15年間の総額）

年金増加額の例

65歳

5年間の
保険料
納付額

受け取る年金の
増加額（累計）

70歳 75歳 80歳

竜王年金事務所 ☎278-1100 ／ 役場 町民窓口課 国保年金係 ☎275-8264

 シリーズ
その238国 民 年 金 年金は世代間の支えあい

年金について
もう一度考えてみませんか

【
開
催
日
時
】

　
11
月
12
日（
火
）午
前
９
時
～
午
前
11
時
30
分

　
雨
天
の
場
合
、11
月
19
日（
火
）の
同
時
刻
に
延
期

【
会
場
】　
櫛
形
総
合
公
園

　
　
　
　
（
南
ア
ル
プ
ス
市
桃
園
１
６
０
０
）

【
集
合
場
所
】

　
町
総
合
会
館　
玄
関
前　
午
前
８
時
50
分
集
合

　
※
バ
ス
で
会
場
へ
向
か
い
ま
す
。

【
対　
象　
者
】　
町
内
在
住
の
概
ね
60
歳
以
上
の
方

　
　
　
　
　
　
先
着
30
名
ま
で

【
持　
ち　
物
】　
①
タ
オ
ル　
②
帽
子　

　
　
　
　
　
　
③
歩
き
や
す
い
服
装
や
靴

　
　
　
　
　
　
④
飲
み
物（
必
要
な
方
）

　
　
　
　
　
　
⑤
上
着（
必
要
な
方
）

【
参　
加　
費
】　
無
料

【
参
加
申
込
期
間
】

　
10
月
15
日（
火
）か
ら
10
月
31
日（
木
）ま
で

　
※
平
日
の
午
前
9
時
か
ら
午
後
5
時
ま
で
が

　
　
受
付
可
能
と
な
り
ま
す
。

　
※
原
則
、ご
本
人
が
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
そ　
の　
他
】

　
当
会
よ
り
飲
み
物（
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
１
本
）を

　
配
布
し
ま
す
。

　

本
年
も
、厚
生
労
働
大
臣
の
告
示
に
よ
り
、10
月

１
日
か
ら
全
国
一
斉
に「
じ
ぶ
ん
の
町
を
良
く
す
る

し
く
み
」を
テ
ー
マ
と
し
て
、募
金
活
動
が
展
開
さ

れ
ま
す
。

　

毎
年
、皆
様
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
貴
重
な
募

金
は
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、い
き
い
き
ふ
れ
あ
い

サ
ロ
ン
活
動
、各
種
教
室
の
開
催
な
ど
、町
内
の
地

域
福
祉
活
動
の
推
進
に
役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

地
域
福
祉
の
充
実
・
向
上
の
た
め
、本
年
も
皆
様

の
温
か
い
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

山
梨
県
共
同
募
金
会　

昭
和
町
分
会

　
町
い
き
が
い
ク
ラ
ブ
連
合
会
で
は
、軽
ス
ポ
ー
ツ
親
善

交
流
会
を
開
催
し
ま
す
。誰
で
も
簡
単
に
で
き
る
軽
ス

ポ
ー
ツ
全
６
種
目
を
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。ぜ
ひ
皆
様
の

ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
！

日
　

時　
令
和
６
年
11
月
28
日（
木
）

　
　
　
　
　
　

※
悪
天
候
の
場
合
は
12
月
５
日（
木
）に

　
　
　
　
　
　
延
期

　
　
　
　
　
　
午
前
９
時
50
分
～
正
午
ま
で

　
　
　
　
　
　
（
受
付
は
午
前
９
時
30
分
か
ら
）

場
　

所　
町
総
合
体
育
館（
押
越
１
０
０
１
）

参
加
対
象
者　
町
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
方

参
加
費　
無
料

持
ち
物　
①
動
き
や
す
い
服
装　
②
上
履
き

申
込
締
切　
令
和
６
年
11
月
１
日（
金
）

　
　
　
　
　
　
※�

お
住
ま
い
の
地
区
の
町
い
き
が
い
ク

ラ
ブ
会
長
、又
は
町
い
き
が
い
ク
ラ
ブ

連
合
会
事
務
局（
町
社
会
福
祉
協
議
会

内
）へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

防災×キャンプ教室 ｅスポーツ活用事業
共同募金を活用し、町民の皆様の防
災意識の向上と地域交流を目的とし
て実施しました

ｅスポーツ備品を共同募金で購入し、
地域交流促進を目的としたｅスポー
ツ活用事業を実施しました

社
協
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
事
業

社
協
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
事
業

「
歩
い
て
み
る
じ
ゃ
ん
」

「
歩
い
て
み
る
じ
ゃ
ん
」

赤
い
羽
根
共
同
募
金
へ

赤
い
羽
根
共
同
募
金
へ

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す

町
い
き
が
い
ク
ラ
ブ
連
合
会
主
催

町
い
き
が
い
ク
ラ
ブ
連
合
会
主
催

　
昭
和
町
福
祉
軽
ス
ポ
ー
ツ

　
昭
和
町
福
祉
軽
ス
ポ
ー
ツ

　
親
善
交
流
会
　
参
加
者
募
集
！

　
親
善
交
流
会
　
参
加
者
募
集
！

10月の予定

各事業、事前申し込み制です。
【ボランティア講習会】
  1日（火）　アイスブレイキングについて

【のびしろ体操】
  3日(木) 10日(木) 17日(木)
  24日(木) 31日(木)

【コレカラ教室】
  4日（金）　ハンドケア
  8日（火）　健康になるため体操
18日（金）　背骨コンディショニング
23日（水）　いすヨガ
28日（月）　3B体操

【55キネマ映画鑑賞会】
  29日(火)

　

町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、今
年
度
第
２
回

目
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
事
業
を
開
催
し
ま
す
。

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
他
に
、参
加
者
の
交
流
を
深

め
る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。一
緒

に
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
？
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家
庭
に
お
け
る
共
働
き
に
つ
い
て

男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会　
松
本 

英
敏
（
西
条
二
区
）　

No.240

昭
和

共
に

き
輝
け

活い
昭
和
町
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
だ
よ
り

き
生い

女ひ
と

と
男ひ
と

と
が
築
き
あ
げ
る
21
世
紀
の
ま
ち
づ
く
り

事
務
局　
企
画
財
政
課
（
☎
２
７
５

‐

８
１
５
４
）

　

現
在
、
日
本
に
お
い
て
は
、
共
働
き
家
庭
の
割

　

現
在
、
日
本
に
お
い
て
は
、
共
働
き
家
庭
の
割

合
が
平
成

合
が
平
成
1010
年
を
境
に
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
て

年
を
境
に
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
て

い
ま
す
。
か
つ
て
私
も
子
ど
も
の
頃
は
、
父
親
は

い
ま
す
。
か
つ
て
私
も
子
ど
も
の
頃
は
、
父
親
は

仕
事
、
母
親
は
家
に
い
て
家
事
と
育
児
に
専
念
す

仕
事
、
母
親
は
家
に
い
て
家
事
と
育
児
に
専
念
す

る
こ
と
が
普
通
の
家
庭
と
思
い
、
何
の
疑
問
も
な

る
こ
と
が
普
通
の
家
庭
と
思
い
、
何
の
疑
問
も
な

く
生
活
し
て
お
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
私
が
中
学

く
生
活
し
て
お
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
私
が
中
学

生
か
高
校
生
に
な
っ
た
頃
、
母
親
が
パ
ー
ト
と
し

生
か
高
校
生
に
な
っ
た
頃
、
母
親
が
パ
ー
ト
と
し

て
働
き
だ
し
ま
し
た
。
起
床
後
、
朝
食
を
作
り
、

て
働
き
だ
し
ま
し
た
。
起
床
後
、
朝
食
を
作
り
、

帰
宅
後
も
洗
濯
や
夕
食
の
支
度
等
、
家
事
全
般
を

帰
宅
後
も
洗
濯
や
夕
食
の
支
度
等
、
家
事
全
般
を

行
っ
て
い
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。
父
親
が
家
事
を

行
っ
て
い
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。
父
親
が
家
事
を

手
伝
っ
て
い
た
か
と
い
う
と
、
私
の
記
憶
の
中
で

手
伝
っ
て
い
た
か
と
い
う
と
、
私
の
記
憶
の
中
で

は
、
子
ど
も
を
遊
び
に
連
れ
て
い
っ
て
く
れ
る
以

は
、
子
ど
も
を
遊
び
に
連
れ
て
い
っ
て
く
れ
る
以

外
、
家
事
な
ど
は
全
く
し
て
い
な
か
っ
た
と
思
い

外
、
家
事
な
ど
は
全
く
し
て
い
な
か
っ
た
と
思
い

ま
す
。
確
か
に
今
で
言
う
と
週
休
２
日
制
度
が
定

ま
す
。
確
か
に
今
で
言
う
と
週
休
２
日
制
度
が
定

着
す
る
前
の
こ
と
な
の
で
、
土
曜
日
は
普
通
に
仕

着
す
る
前
の
こ
と
な
の
で
、
土
曜
日
は
普
通
に
仕

事
と
い
う
今
と
は
違
う
勤
務
体
制
で
あ
り
、
そ
の

事
と
い
う
今
と
は
違
う
勤
務
体
制
で
あ
り
、
そ
の

分
母
親
、
つ
ま
り
女
性
の
負
担
が
大
き
か
っ
た
と

分
母
親
、
つ
ま
り
女
性
の
負
担
が
大
き
か
っ
た
と

思
い
ま
す
。
数
年
前
に
テ
レ
ビ
番
組
で
、
女
性
は

思
い
ま
す
。
数
年
前
に
テ
レ
ビ
番
組
で
、
女
性
は

週
休
０
日
で
、
収
入
で
言
う
と
夫
の
収
入
以
上
の

週
休
０
日
で
、
収
入
で
言
う
と
夫
の
収
入
以
上
の

金
額
を
稼
い
で
い
る
と
報
道
し
て
い
ま
し
た
が
、

金
額
を
稼
い
で
い
る
と
報
道
し
て
い
ま
し
た
が
、

納
得
で
き
ま
す
。

納
得
で
き
ま
す
。

　

時
代
は
、
昭
和
・
平
成
・
令
和
と
進
み
、
世
の

　

時
代
は
、
昭
和
・
平
成
・
令
和
と
進
み
、
世
の

中
の
流
れ
的
に
週
休

中
の
流
れ
的
に
週
休
２２
日
制
度
に
な
り
ま
し
た
。

日
制
度
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
分
今
ま
で
以
上
に
時
間
に
余
裕
が
で
き
た
と

そ
の
分
今
ま
で
以
上
に
時
間
に
余
裕
が
で
き
た
と

思
う
と
、
そ
う
で
は
な
く
、
今
で
は
共
働
き
が
当

思
う
と
、
そ
う
で
は
な
く
、
今
で
は
共
働
き
が
当

た
り
前
の
世
の
中
、
女
性
は
仕
事
・
家
事
・
育
児

た
り
前
の
世
の
中
、
女
性
は
仕
事
・
家
事
・
育
児

と
今
も
昔
も
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。
実
質
週
休
０

と
今
も
昔
も
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。
実
質
週
休
０

日
が
継
続
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
政
府
は
子
育
て

日
が
継
続
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
政
府
は
子
育
て

世
代
に
向
け
た
男
性
の
育
児
休
暇
制
度
の
取
得
を

世
代
に
向
け
た
男
性
の
育
児
休
暇
制
度
の
取
得
を

推
奨
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
制
度
を
う
ま
く
活
用

推
奨
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
制
度
を
う
ま
く
活
用

し
て
少
し
で
も
家
事
育
児
の
分
担
・
協
力
に
努
め

し
て
少
し
で
も
家
事
育
児
の
分
担
・
協
力
に
努
め

て
欲
し
い
で
す
。
こ
こ
で
問
題
な
の
が
、
育
児
休

て
欲
し
い
で
す
。
こ
こ
で
問
題
な
の
が
、
育
児
休

暇
は
と
る
も
の
の
、
何
を
し
て
よ
い
か
わ
か
ら
な

暇
は
と
る
も
の
の
、
何
を
し
て
よ
い
か
わ
か
ら
な

い
、
指
示
さ
れ
な
い
と
動
か
な
い
で
は
元
も
子
も

い
、
指
示
さ
れ
な
い
と
動
か
な
い
で
は
元
も
子
も

な
い
と
思
い
ま
す
。

な
い
と
思
い
ま
す
。

　

昭
和
町
で
は
、
料
理
の
上
達
は
も
ち
ろ
ん
、
料

　

昭
和
町
で
は
、
料
理
の
上
達
は
も
ち
ろ
ん
、
料

理
を
作
る
側
の
気
持
ち
を
少
し
で
も
理
解
し
て
も

理
を
作
る
側
の
気
持
ち
を
少
し
で
も
理
解
し
て
も

ら
え
れ
ば
と
思
い
「
男
性
の
料
理
教
室
」
を
開
催

ら
え
れ
ば
と
思
い
「
男
性
の
料
理
教
室
」
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
家
事
参
画
の
第
一
歩
と
し
て
の
参

し
て
い
ま
す
。
家
事
参
画
の
第
一
歩
と
し
て
の
参

加
も
大
歓
迎
で
す
。

加
も
大
歓
迎
で
す
。

こんにちは!愛育会です!No.209
昭和町母子愛育会
事務局 いきいき健康課
　　（☎ 275-8785）

問い合わせ　南甲府警察署　生活安全課（☎ 243-0110）

　例年、日の入り時間が急激に早まる10月以降は、歩行者と車の重大
な交通事故が多く発生する傾向にあります。
　ドライバーの皆さんは、夕暮れ前の明るいうちに
　「早めのライト点灯」
を行い、いち早く歩行者や自転車を発見するとともに、自分の車の存
在を知らせてください。
　また、対向車や先行車がいない時は、照射範囲が広い
　「ハイビームの活用」
を心掛けてください。
　歩行者の皆さんは、明るい色の服装や
　「反射材の使用」
により、自分の存在をドライバーに知らせてください。
　なお、10月中の「早めのライト点灯」の目安時間は、午後4時30分で
す。
○ ライト点灯目安時間
　 10月：午後4時30分
　 11月：午後4時
　 12月：午後4時

３Hの推進
〜早めのライト点灯、ハイビームの活用、反射材の使用〜

　警察では、地域から犯罪をなくし、安
全で安心して暮らせる地域社会をつく
るため、

毎年10月11日から同月20日までの
10日間を「全国地域安全運動」期間
と定め、県や市町村、防犯ボランティア
団体、防犯協会等の関係機関・団体と
連携を図りながら、犯罪の予防活動を
展開し、各警察署でも各種キャンペー
ン・行事を予定しています。
　地域から犯罪をなくし、安全で安心
して暮らせる地域社会の実現のため、
ご協力を
お願いし
ます。

全国地域安全運動の実施

10月は「　乳がん月間　」です　～みんなで予防に取り組もう～
乳がんは自分で見つけることができる“がん”です。
毎月、日を決めて行う自己検診と、健康診断などの定期検診を受けましょう。

３０歳以上が対象。すでに今年度の申込み
・集団検診は終了していますが、
１０月～１月末までの施設検診（個別）は
まだ申し込み可能ですので、受診を希望
される方はいきいき健康課にご連絡くだ
さい。（☎ 275-8785）

あれ？ 気になるな… と思ったら
早めに乳腺科、乳腺外科な
どで乳腺専門医の診察を受
け、早期発見につなげま
しょう。

昭和町の　
乳がん検診は…

自己検診で確認しよう ！
・毎月、月経終了の 1 週間後くらいに固くて痛みのない小さなシコリが

あるかどうか自分で触って確かめてみましょう。
・また、お風呂上りに鏡の前でみてみましょう。
　★乳房にしこりやくぼみはありませんか？
　★乳頭や乳輪がただれてはいませんか？
　★左右の乳房の形が非対称ではありませんか？
　★乳頭から分泌物が出ていませんか？

Healthみなさんの

健康 け
ん
こ
う

　

乳
房
再
建
は
、
乳
腺
を
切
除

し
た
後
に
生
じ
る
欠
損
や
変

形
に
対
し
て
、
で
き
る
だ
け
以

前
の
形
態
を
再
現
し
、
乳
房
喪

失
感
の
軽
減
や
、
生
活
の
質
の

向
上
を
図
る
治
療
で
す
。

　

現
在
で
は
、
遺
伝
性
乳
が
ん
卵
巣
が
ん
症
候

群
に
該
当
す
る
患
者
さ
ん
が
、
リ
ス
ク
低
減
乳

房
切
除
術
を
選
択
し
た
場
合
に
も
再
建
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
乳
房
再
建
が
、
乳
が

ん
治
療
の
妨
げ
に
な
る
と
い
う
科
学
的
な
根
拠

は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
日
本
で
は
健
康
保
険
の
適

用
と
な
り
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
受
け
て
い
た

だ
け
ま
す
。

　

再
建
方
法
は
大
き
く
分
け
て
、
シ
リ
コ
ン
製

の
人
工
乳
房
（
乳
房
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
）
を
用
い

た
再
建
と
、
自
分
の
体
の
一
部
を
移
植
す
る
自

家
組
織
再
建
の
2
通
り
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
再
建
を
行
う
タ
イ
ミ
ン
グ
に
よ
り
、

切
除
と
同
時
に
行
う
1
次
再
建
（
同
時
再
建
）

と
、
切
除
術
の
後
し
ば
ら
く
時
間
を
あ
け
て
か

ら
行
う
２
次
再
建
に
分
か
れ
ま
す
。

　

こ
の
再
建
の
方
法
、
タ
イ
ミ
ン
グ
に
関
し
て

は
、
そ
れ
ぞ
れ
長
所
・
短
所
が
あ
り
、
患
者
さ

ん
の
状
態
、
希
望
に
応
じ
て
選
択
し
て
い
き
ま

す
。

　

乳
房
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
に
つ
い
て
は
以
前
、
挿

入
後
に
ご
く
ま
れ
な
リ
ン
パ
腫
（
乳
房
イ
ン

プ
ラ
ン
ト
関
連
未
分
化
大
細
胞
リ
ン
パ
腫
：

BIA

‐A
LCL

）
が
発
症
す
る
報
告
が
相
次
ぎ
、

2
0
1
9
年
に
そ
れ
ま
で
使
用
さ
れ
て
い
た
イ

ン
プ
ラ
ン
ト
が
発
売
中
止
と
な
り
、
社
会
問
題

と
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
で
は
新
し
い
タ
イ
プ
の
イ
ン
プ
ラ
ン
ト

が
承
認
さ
れ
、
新
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
使
用
後
の

BIA

‐A
LCL

発
症
率
は
、
ほ
ぼ
ゼ
ロ
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
以
前
にtextured

イ
ン
プ
ラ
ン
ト

を
挿
入
し
た
方
を
含
め
、
当
院
で
は
術
後
に
年

1
回
定
期
的
な
診
察
、
検
査
を
行
い
、
安
全
性

を
確
認
し
て
い
ま
す
。
現
時
点
で
、
当
院
に
お

い
て
術
後BIA

‐A
LCL

を
発
症
し
た
方
は

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん
。

　

乳
輪
・
乳
頭
も
再
建
手
術
が
可
能
で
す
。
当

院
で
は
、
乳
房
再
建
の
術
後
半
年
以
降
を
め
ど

に
ご
希
望
を
踏
ま
え
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
普
及
が
期
待
さ
れ
る
治
療
と
し

て
、
吸
引
し
た
脂
肪
を
用
い
て
再
建
す
る
脂
肪

注
入
が
あ
り
ま
す
が
、
現
時
点
で
は
健
康
保
険

の
適
用
外
で
す
。

　

乳
房
再
建
に
は
、
様
々
な
選
択
肢
が
あ
る
た

め
、
ど
の
時
期
・
方
法
が
ふ
さ
わ
し
い
か
を
ご

提
案
し
た
上
で
、
ご
本
人
の
希
望
を
踏
ま
え
て

最
良
の
選
択
を
し
て
頂
く
こ
と
が
重
要
と
考
え

ま
す
。

　

そ
こ
で
、
こ
の
度
日
本
形
成
外
科
学
会
の
編

集
で
、「
患
者
さ
ん
と
家
族
の
た
め
の
乳
房
再

建
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
が
医
歯
薬
出
版
株式会社
か
ら
発

売
さ
れ
ま
し
た
。
当
科
医
師
も
執
筆
に
参
加
し

て
お
り
、
外
来
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
る
よ
う
に

サ
ン
プ
ル
を
１
冊
設
置
予
定
で
す
。
再
建
を
お

考
え
の
方
々
の
一
助
に
な
れ
ば
と
考
え
て
い
ま

す
。

企
画 

一
般
財
団
法
人 

里
仁
会
（
☎
２
７
３

－

５
４
７
５
）

山
梨
大
学
医
学
部
附
属
病
院 
形
成
外
科 

学
部
内
講
師 

塩
川
一
郎

形
成
外
科
で
の
乳
房
再
建
に
つ
い
て
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INFORMATION CORNER 

暮
ら
し
の
情
報

◉
広
報
誌
へ
の
ご
意
見
・
ご
感
想
お
待
ち
し
て
い
ま
す

　
〒
４
０
９
‐
３
８
８
０　
中
巨
摩
郡
昭
和
町
押
越
５
４
２
‐
２

　
　
　
昭
和
町
役
場　
企
画
財
政
課　
企
画
情
報
係　
宛

INFORMATION CORNER  

暮
ら
し
の
情
報

◉
昭
和
町
公
式
Ｘ（
旧
ツ
イ
ッ
タ
ー
）運
用
中
（https://tw

itter.com
/show

atow
n

）

Ｘ（
旧
ツ
イ
ッ
タ
ー
）は
、
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
な
ど
で
利
用
で
き
ま
す
。

平
常
時
は
行
政
情
報
の
お
知
ら
せ
、
災
害
時
は
緊
急
情
報
な
ど
を
発
信
し
ま
す
。

日
時　
10
月
27
日
（
日
）

　
　
　
午
前
９
時
～
正
午

場
所　
町
民
窓
口
課
（
４
番
窓
口
）

持
ち
物

〇
カ
ー
ド
受
け
取
り
の
方

　
・
交
付
通
知
書
（
ハ
ガ
キ
）

　
・
通
知
カ
ー
ド

　
・
運
転
免
許
証
や
パ
ス
ポ
ー
ト
等

の
顔
写
真
付
き
身
分
証
明
書

　
・
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
お
持

ち
の
方
の
み
）

〇
電
子
証
明
書
更
新
の
方

　
・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

　
・
暗
証
番
号
記
載
票

　
・
記
載
に
不
備
の
無
い
照
会
書
兼

回
答
書（
代
理
で
の
更
新
の
み
）

〇
暗
証
番
号
初
期
化
の
方

　
・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

予
約
期
間

　
10
月
1
日
（
火
）
～
25
日
（
金
）

〇
事
前
予
約
制
に
な
り
ま
す
の
で
、
希

望
さ
れ
る
方
は
、
必
ず
町
民
窓
口
課

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

そ
の
他

〇
電
子
証
明
書
更
新
を
除
き
、
必
ず

お
手
続
き
す
る
ご
本
人
が
来
庁
し
て

く
だ
さ
い
。

〇
予
約
枠
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の

で
、
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
ら

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

〇
予
約
が
な
い
場
合
や
持
ち
物
等
に

不
足
が
あ
る
場
合
は
、
受
付
が
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
確
認
の
う
え

来
庁
し
て
く
だ
さ
い
。

〇
当
日
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交

付
・
電
子
証
明
書
更
新
・
暗
証
番
号

初
期
化
の
み
対
応
い
た
し
ま
す
。
証

明
書
の
発
行
・
住
所
変
更
等
の
お
手

続
き
は
受
付
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
町
民
窓
口
課　
町
民
係

（
☎
２
７
５
‐
８
２
６
４
）

　

電
子
商
品
券
（
ｐ
ａ
ｙ
ｐ
ａ
ｙ
）

の
使
用
期
限
は
11
月
27
日
（
水
）
ま

で
で
す
。
期
限
を
過
ぎ
ま
す
と
、
商

品
券
残
高
が
残
っ
て
い
て
も
、
使
用

で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
期
限
内

に
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
商
品
券
の
購
入
期
間
は
11

月
26
日
（
火
）
ま
で
で
す
。
期
間
を

過
ぎ
ま
す
と
購
入
す
る
こ
と
が
で
き

な
く
な
り
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
購

入
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　
総
務
課
（
☎
２
７
５
‐
８
１
５
３
）

　
ひ
と
り
親
世
帯
を
対
象
に
「
１
日

行
楽
」
を
実
施
し
ま
す
。
み
な
さ
ま

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
な

お
、
お
子
さ
ん
の
お
申
し
込
み
は
18

歳
（
高
校
３
年
生
）
以
下
と
な
り
ま

す
。

開
催
日　
11
月
9
日
（
土
）

行
き
先

　
日
本
平
動
物
園
・
清
水
港
ミ
ニ
ク

ル
ー
ズ

参
加
費

　
大
人　
　
　
2
５
０
０
円

　
中
高
生　
　
2
０
０
０
円

　
小
学
生　
　
1
５
０
０
円

　
未
就
学
児　
　
５
０
０
円

定
員　
80
名
（
先
着
順
）

申
し
込
み　
子
育
て
支
援
課
（
総
合

会
館
内
）
窓
口
へ
参
加
費
（
現
金

の
み
）
を
添
え
て
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
な
お
、
ひ
と
り
親
世
帯

で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

注
意
事
項

・
親
子
で
の
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま

す
（
子
ど
も
の
み
、
又
は
大
人
の

み
の
参
加
は
で
き
ま
せ
ん
）。

・
申
込
期
間
を
過
ぎ
て
か
ら
の
申
し

込
み
は
受
付
で
き
ま
せ
ん
。

・
申
し
込
み
後
に
キ
ャ
ン
セ
ル
さ
れ

る
場
合
は
、
お
早
め
に
ご
連
絡
願

い
ま
す
。
時
期
に
よ
り
キ
ャ
ン
セ

ル
料
が
か
か
る
場
合
も
あ
り
ま
す

の
で
ご
承
知
お
き
願
い
ま
す
。

受
付
期
間

　
10
月
7
日
（
月
）
～
11
日
（
金
）

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

　
※
10
月
7
日
（
月
）・
8
日
（
火
）

の
２
日
間
は
午
前
８
時
30
分
～

午
後
７
時
15
分
ま
で
受
付

問
い
合
わ
せ

　
子
育
て
支
援
課　
児
童
家
庭
係

　
　
　
　
（
☎
２
６
７
‐
５
２
５
５
）

“
3
活
”
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
電
子

商
品
券
の
使
用
期
限
に
ご
注
意
を
！

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
紹
介

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
紹
介

　
昭
和
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　
昭
和
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

問い合わせ　町教育委員会　生涯学習課（☎275－8641）

　

昭
和
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は
幼
児
か
ら
中
学
生
ま
で
幅

広
く
剣
道
の
稽
古
に
励
ん
で
い
ま
す
。
剣
道
の
基
本
を
大
切

に
厳
し
く
も
楽
し
く
稽
古
し
て
い
ま
す
。
剣
道
を
通
し
て
礼

儀
や
仲
間
の
大
切
さ
を
学
ん
で
い
ま
す
。
昭
和
剣
道
で
は
新

入
団
員
を
随
時
募
集
中
で
す
。
少
し
で
も
興
味
が
あ
り
ま
し

た
ら
見
学
、
体
験
に
ぜ
ひ
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
。○稽古日・場所　毎週月曜日　押原小学校 体育館

　　　　　　　　水・金曜日　総合体育館 武道場

○稽古時間　　　午後 6 時 40 分～ 8 時

　
山
梨
県
県
民
生
活
部
統
計
調
査
課

が
監
修
す
る
「
２
０
２
5
年
版
や
ま

な
し
県
民
手
帳
」が
発
売
さ
れ
ま
す
。

　
や
ま
な
し
の
見
ど
こ
ろ
マ
ッ
プ
や

各
種
統
計
デ
ー
タ
、
防
災
情
報
、
や

ま
な
し
の
お
祭
り
や
農
畜
水
産
物
等

を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

販
売
価
格
等

・
価　
格

　
通
常
版 

… 

６
8
０
円
（
税
込
）

　
プ
レ
ミ
ア
ム
版 

… 

　
　
　
　

  

１
2
０
０
円
（
税
込
）

・
サ
イ
ズ 

… 

82
㎜
×
１
４
５
㎜

販
売
日

　
10
月
中
旬
予
定

　
※
書
店
等
で
購
入
で
き
ま
す
。

★
詳
細
は
山
梨
県
統
計
調
査
課
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

山
梨
県
統
計
調
査
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

https://www.pref.yam
anashi.jp/

toukei/index.html

　
三
郡
衛
生
組
合
で
は
令
和
７
年
４

月
採
用
の
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
職
種

　
事
務
職
員（
ふ
じ
か
わ
聖
苑 

火
葬
場
）

　
採
用
人
員　
若
干
名

受
付
期
間　

　
10
月
1
日
（
火
）
～
25
日
（
金
）

試
験
日

　
・
一
次
試
験　
11
月
9
日
（
土
）

　
・
二
次
試
験　
11
月
30
日
（
土
）

※
詳
細
は
三
郡
衛
生
組
合
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

https://sangun-eisei.jp/
new

s/

問
い
合
わ
せ

　
三
郡
衛
生
組
合

（
☎
２
８
４
‐
０
４
３
２
）

　
定
額
減
税
し
き
れ
な
い
と
見
込
ま

れ
る
方
へ
の
給
付
金
（
調
整
給
付
）

の
申
請
は
お
済
み
で
し
ょ
う
か
。
申

請
期
限
は
令
和
6
年
10
月
31
日（
木
）

（
必
着
）
で
す
。
期
限
内
に
申
請
が

な
い
場
合
に
は
給
付
を
受
け
ら
れ
ま

せ
ん
。

注
意
事
項

･
書
類
の
不
備
等
が
な
い
か
確
認
を

し
て
返
送
を
お
願
い
し
ま
す
。

･
書
類
の
不
備
等
に
つ
き
ま
し
て
も

期
限
内
に
修
正
い
た
だ
く
必
要
が

あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

･
お
電
話
で
は
、
個
々
の
具
体
的
な

お
問
い
合
わ
せ
に
は
お
答
え
で
き

な
い
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

･
詳
細
は
、
広
報
昭
和
８
月
号
、
９

月
号
へ
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
そ
ち
ら
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　
税
務
課（

☎
２
７
５
‐
８
２
６
５
）

　
町
で
は
、
山
梨
県
弁
護
士
会
に
よ

る
無
料
法
律
相
談
を
次
の
と
お
り
実

施
し
ま
す
。

日
時　
10
月
20
日
（
日
）

　

 

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

　
（
30
分
毎
に
１
件
、
計
６
件
相
談
）

場
所　
役
場　
別
棟
会
議
室

定
員　
６
名
（
町
内
在
住
者
の
み
）

受
付
開
始　
10
月
7
日
（
月
）
～

　
（
平
日
、
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）

そ
の
他　
○
相
談
無
料
・
要
予
約

○
予
約
は
、
左
記
の
申
し
込
み
電
話

番
号
直
通
の
み
受
付

○
年
度
内
初
回
相
談
の
方
が
優
先

○
次
回
予
定
は
令
和
6
年
12
月
19
日（
木
）

※
相
談
内
容
ま
た
は
相
談
中
に
、
担

当
弁
護
士
が
相
談
内
容
に
対
し
て

利
害
関
係
が
あ
る
こ
と
が
判
明
し

た
場
合
、
相
談
を
中
止
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
総
務
課　
法
制
係

（
☎
２
７
５
‐
８
１
５
３
）

　
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
介
護
予

防
事
業
の
一
環
と
し
て
、
誰
も
が
楽
し

め
る
イ
ス
に
座
っ
て
で
き
る
体
操
教
室
、

体
験
講
座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
興
味

の
あ
る
教
室
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

〈 

11
月
の
日
程 

〉

　
6
日（
水
）心
と
身
体
の
健
康
体
操

12
日（
火
）脳
ト
レ
体
操

　
19
日（
火
）背
骨
コ
ン
デ
ィ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
ョ
ニ
ン
グ

　
25
日（
月
）リ
ン
パ
体
操

　
29
日（
金
）ゆ
が
み
直
し
整
体
体
操

時
間　
午
前
10
時
～
11
時

場
所　
町
総
合
会
館
２
階 

軽
運
動
室

対
象　
町
内
在
住
の
概
ね
65
歳
以
上
の
方

定
員　
各
30
名
ま
で
（
先
着
順
）

参
加
費　
無
料

持
ち
物　
汗
拭
き
タ
オ
ル
、飲
み
物
、

　
マ
ス
ク
、
タ
オ
ル
（
体
操
用
）

申
込
受
付

　
10
月
28
日
（
月
）
午
前
９
時
～

※
複
数
の
教
室
を
お
申
し
込
み
い
た

だ
け
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
昭
和
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
（
☎
２
７
５
‐
０
６
４
０
）

　

発
酵
食
品
で
あ
る
「
み
そ
」
は
、

健
康
な
生
活
に
欠
か
せ
な
い
食
品
で

す
。
初
め
て
み
そ
作
り
を
す
る
方
も

安
心
し
て
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

交
流
を
楽
し
み
な
が
ら
美
味
し
い
み

そ
を
仕
込
み
ま
し
ょ
う
。

日
時　
11
月
26
日
（
火
）

　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時

場
所　
昭
和
町
総
合
会
館 

軽
運
動
室

対
象　
昭
和
町
に
お
住
ま
い
の
方

定
員　
25
組
（
１
組
２
名
ま
で
）

※
お
一
人
で
の
参
加
は
中
学
生
以
上

以
上
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

参
加
費

　

１
組
１
０
０
０
円
（
１
組
４
キ
ロ

　
の
味
噌
と
保
存
容
器
が
１
セ
ッ
ト
）

※
お
釣
り
が
な
い
よ
う
、
当
日
現
金

　
で
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

※
当
日
の
キ
ャ
ン
セ
ル
は
出
来
か
ね

る
た
め
、
材
料
費
と
し
て
１
０
０
０

円
を
お
支
払
い
い
た
だ
き
ま
す
。

講
師　
五
味
醤
油
株
式
会
社

　
　
　
　
　
　
　
五
味 
洋
子 

氏

持
ち
物　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
マ

　
ス
ク
、
手
袋
（
必
要
な
方
）

申
込
期
間

　
11
月
7
日
（
木
）

　
午
前
９
時
～
午
後
5
時 

※
電
話
又
は
二
次
元

コ
ー
ド
に
て
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
先
着
順
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
応
募
多
数
の
場
合
は
抽

選
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
昭
和
町
社
会
福
祉
協
議
会

（
☎
２
７
５
‐
０
６
４
０
）

　
土
地
家
屋
調
査
士
が
不
動
産
の
表

示
登
記
や
境
界
に
関
す
る
ご
相
談
に

お
答
え
し
ま
す
。

日
時　
10
月
12
日
（
土
）

　
　
　
午
前
9
時
～
午
後
4
時

場
所　
山
梨
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
館

（
甲
府
市
国
母
8
‐
13
‐
30
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
山
梨
県
土
地
家
屋
調
査
士
会

（
☎
２
２
８
‐
１
３
１
１
）

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
休
日
の
受
け

取
り
（
申
請
済
の
方
の
み
）・
電
子

証
明
書
の
更
新
・
暗
証
番
号
初
期
化

三
郡
衛
生
組
合
職
員
募
集

定
額
減
税
し
き
れ
な
い
と

見
込
ま
れ
る
方
へ

弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

コ
レ
カ
ラ
教
室（
ふ
れ
あ
い
教
室
）

11
月
の
ご
案
内

ひ
と
り
親
世
帯
の
み
な
さ
ん

１
日
行
楽
へ
ご
参
加
く
だ
さ
い
！

２
０
２
5
年
版

や
ま
な
し
県
民
手
帳

み
そ
づ
く
り
教
室
の
参
加
者
募
集

全
国
一
斉　
不
動
産
表
示
登
記
の

無
料
相
談
会
（
完
全
予
約
制
）
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山
梨
県
行
政
書
士
会
は
、
女
性
行
政

書
士
に
よ
る
女
性
の
た
め
の
無
料
相
談

会
を
次
の
日
程
で
実
施
し
ま
す
。
相
談

員
は
全
員
女
性
の
行
政
書
士
で
す
。
こ

の
機
会
に
女
性
が
抱
え
る
様
々
な
お
悩

み
を
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時　
11
月
14
日
（
木
）

　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
4
時

※
相
談
時
間
は
30
分
以
内
で
お
願
い

し
ま
す
。

相
談
内
容　

①
遺
言
相
続
、
成
年
後
見
、
契
約
書

作
成
、
農
地
利
用

②
法
人
設
立
、
各
種
許
認
可
申
請
、

在
留
許
可
な
ど

※
②
に
つ
き
ま
し
て
は
、
11
月
7
日

ま
で
に
事
前
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
山
梨
県
行
政
書
士
会　
事
務
局

（
☎
２
３
７
‐
２
６
０
１
）

　
民
法
及
び
不
動
産
登
記
法
の
一
部

が
改
正
さ
れ
、
令
和
6
年
4
月
1
日

か
ら
、
相
続
に
よ
り
不
動
産
を
取
得

し
た
こ
と
を
知
っ
た
日
か
ら
3
年
以

内
の
所
有
権
移
転
登
記
が
義
務
づ
け

ら
れ
ま
し
た
（
令
和
6
年
4
月
1
日

よ
り
前
に
相
続
が
発
生
し
て
い
る
場

合
も
対
象
と
な
り
ま
す
）。

　
詳
し
く
は
お
近
く
の
法
務
局
に
電

話
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
登
記
の
専
門
家
で
あ
る
司
法
書

士
へ
の
相
談
も
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　
甲
府
地
方
法
務
局

（
☎
２
５
２
‐
７
１
５
１
）

　
山
梨
県
司
法
書
士
会

（
☎
２
５
３
‐
６
９
０
０
）

　

山
梨
大
学
で
は
、
次
の
と
お
り
公

開
講
座
を
開
催
し
ま
す
。
人
生
１
０
０

年
時
代
を
よ
り
よ
く
生
き
る
た
め
に
、

最
新
の
知
識
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

日
時　
11
月
10
日
（
日
）

　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

（
受
付
は
午
後
１
時
～
）

場
所　
山
梨
大
学
医
学
部
キ
ャ
ン
パ

ス
臨
床
講
義
棟
大
講
義
室

対
象　
ど
な
た
で
も
聴
講
で
き
ま
す
。

受
講
料　
無
料

演
題

①
「
皮
膚
と
ア
レ
ル
ギ
ー
の
話
」

　
医
学
部 

皮
膚
科
学
講
座 

講
師

三
井 　
広

②
「
人
生
１
０
０
年
時
代
、
斜
視
弱

視
・
屈
折
異
常
の
年
齢
別
の
疾
病

に
つ
い
て
」

　
医
学
部 

眼
科
学
講
座 

臨
床
助
教

岡
部 

夏
樹

申
込
方
法　
申
込
書
の
郵
送
、電
話
、

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
で
お
申
し
込
み

　
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
山
梨
大
学
学
務
課
公
開
講
座
担
当

メ
ー
ル

　

kokaikoza@m
l.yam

anashi.ac.jp

（
☎
２
７
３
‐
７
９
７
２・
９
３
３
４
）

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
２
７
３
‐
６
７
４
２
）

　

日
本
調
停
協
会
連
合
会 

山
梨
調

停
協
会
甲
府
支
部
で
は
、
次
の
と
お

り
調
停
手
続
相
談
会
を
行
い
ま
す
。

日
時　
10
月
12
日
（
土
）

　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

　
（
最
終
受
付
：
午
後
３
時
30
分
ま

で
、
事
前
予
約
不
要
）

会
場　
甲
府
市
役
所

　
　
　
１
階 

市
民
活
動
室

相
談
内
容　
生
活
の
中
で
生
ず
る
身

近
な
ト
ラ
ブ
ル（
金
銭
ト
ラ
ブ
ル
、

離
婚
、
親
族
間
紛
争
、
土
地
建
物

問
題
な
ど
）

主
催　
日
本
調
停
協
会
連
合
会

　
　
　
山
梨
調
停
協
会
甲
府
支
部

相
談
担
当　
民
事
・
家
事
調
停
委
員

　
　
　
（
弁
護
士
等
専
門
家
を
含
む
）

問
い
合
わ
せ

　
甲
府
地
方
裁
判
所
事
務
局

　
　
　
　
（
☎
２
３
５
‐
１
１
３
３
）

　
山
梨
県
労
働
委
員
会
で
は
、
労
働

相
談
会
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

日
時
・
会
場

○
10
月
19
日（
土
）午
前
10
時
～
午
後
1
時

　

山
梨
県
立
図
書
館 

交
流
ル
ー
ム

１
０
３・
２
０
２

○
10
月
20
日（
日
）午
前
10
時
～
正
午

　
河
口
湖
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

Ｂ
Ｅ
Ｌ
Ｌ 

3
階
多
目
的
室

※
ど
ち
ら
も
事
前
予
約
制

内
容　
退
職
や
賃
金
、
勤
務
条
件
の

切
り
下
げ
、安
易
な
雇
用
調
整（
解

雇
、
雇
止
め
、
派
遣
切
り
）、
パ

ワ
ハ
ラ
な
ど
の
職
場
の
ト
ラ
ブ
ル

解
決
に
向
け
た
ア
ド
バ
イ
ス
を
し

ま
す
。
労
働
者
・
使
用
者
ど
な
た

で
も
無
料
で
相
談
で
き
ま
す
。

予
約
受
付
期
限

　
10
月
11
日
（
金
）
午
後
5
時

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
山
梨
県
労
働
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
（
☎
２
３
3
‐
１
８
２
７
）

INFORMATION CORNER 

暮
ら
し
の
情
報

◉
広
報
誌
へ
の
ご
意
見
・
ご
感
想
お
待
ち
し
て
い
ま
す

　
〒
４
０
９
‐
３
８
８
０　
中
巨
摩
郡
昭
和
町
押
越
５
４
２
‐
２

　
　
　
昭
和
町
役
場　
企
画
財
政
課　
企
画
情
報
係　
宛

INFORMATION CORNER  

暮
ら
し
の
情
報

◉
昭
和
町
公
式
Ｘ（
旧
ツ
イ
ッ
タ
ー
）運
用
中
（https://tw

itter.com
/show

atow
n

）

Ｘ（
旧
ツ
イ
ッ
タ
ー
）は
、
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
な
ど
で
利
用
で
き
ま
す
。

平
常
時
は
行
政
情
報
の
お
知
ら
せ
、
災
害
時
は
緊
急
情
報
な
ど
を
発
信
し
ま
す
。

文
芸
コ
ー
ナ
ー

ガ
イ
ド
さ
ん
話
術
上
手
に
場
が
和
み

い
き
が
い
ク
ラ
ブ
の
旅
の
ひ
と
と
き

中
澤　

孝
子

休
日
は
ジ
ャ
ズ
が
流
れ
る
店
内
で

指
折
り
数
え
言こ

と

の
葉
紡
ぐ

小
林　

康
博

明
け
初そ

め
る
肌
さ
す
冷
気
爽
や
か
に

五
感
押
さ
れ
て
心
ひ
き
し
め

河
田
よ
し
恵

蓮
の
花
ふ
れ
あ
い
広
場
に
咲
き
に
け
り

白
と
ピ
ン
ク
の
大
き
な
花
と
葉

石
原　

明
子

鬼
あ
ざ
み
綿
毛
は
御
化
け
風
に
乗
り

新
地
開
拓
目
瞠み

は

る
ば
か
り

田
中　

祥
子

ポ
ス
ト
に
は
見
覚
え
の
あ
る
優
し
い
文

じ

字

十
五
の
春
の
交
換
日
記

大
原
優
美
子

散
り
落
ち
て
ふ
わ
り
と
並
ぶ
姫
沙
羅
が

庭
先
に
敷
く
花
の
じ
ゅ
う
た
ん

三
橋　

雅
江

亡
き
母
の
思
い
出
つ
ま
る
綿
ふ
と
ん

圧
縮
し
て
も
膨
ら
む
思
い

松
田　

君
江

短
歌

　
中
央
市
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
「
中
央

市
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
」
を
開
催
し
ま

す
。
多
種
多
様
の
催
し
物
を
ご
用
意

し
て
み
な
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

日
時　
11
月
３
日
（
日
・
祝
）

　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
３
時
30
分

場
所　
玉
穂
ふ
る
さ
と
ふ
れ
あ
い
広

場
（
中
央
市
乙
黒
１
‐
１
）

内
容　
演
歌
歌
手
「
杜
こ
の
み
」
ス

テ
ー
ジ
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー
、

魚
の
つ
か
み
ど
り
、
特
設
遊
具
等
の

体
験
イ
ベ
ン
ト
や
模
擬
店
の
出
店

※
会
場
周
辺
の
駐
車
場
に
は
限
り
が

あ
り
ま
す
の
で
、
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ

ス
を
利
用
し
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　
中
央
市
ふ
る
さ
と

　
ま
つ
り
実
行
委
員
会
（
産
業
課
）

（
☎
２
７
４
‐
８
５
６
１
）

　
介
護
施
設
な
ど
の
運
転
業
務
に
係

る
安
全
運
転
・
介
助
技
術
な
ど
を
学

び
ま
す
。「
福
祉
有
償
運
送
運
転
者

講
習
」
修
了
証
交
付

日
時

　
10
月
30
日
（
水
）

　
午
前
8
時
～
午
後
7
時
30
分

　
10
月
31
日
（
木
）

　
午
前
９
時
～
正
午　
2
日
間

場
所　

　
甲
府
市
「
湯
村
自
動
車
学
校
」

　
（
甲
府
市
塩
部
2
丁
目
２
番
15
号
）

対
象
・
要
件

　
令
和
6
年
度
に
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
に
入
会
し
て
就
業
を
希
望

さ
れ
る
方
（
要
事
前
登
録
）

定
員　
15
名
（
書
類
選
考
あ
り
）

締
め
切
り　
10
月
15
日
（
火
）

受
講
料　
無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
山
梨
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

連
合
会
（
☎
２
２
８
‐
８
３
８
３
）

　
シ
ル
バ
ー
事
業
の
普
及
啓
発
と
高

齢
者
の
健
康
維
持
及
び
地
域
の
交
流
を

深
め
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
ま
す
。

日
時

　
10
月
30
日
（
水
）

　
午
前
9
時
～
正
午

　
（
受
付 

午
前
8
時
30
分
～
）

場
所　
甲
斐
市
双
葉
ス
ポ
ー
ツ
公
園

　
※
雨
天
時
は
双
葉
体
育
館
で
実
施

対
象
・
要
件

　
甲
斐
市
、
中
央
市
、
昭
和
町
に
お

住
ま
い
の
60
歳
以
上
の
方

定
員　
１
３
０
名
（
先
着
順
）

参
加
料　
５
０
０
円

申
込
受
付

　
10
月
9
日
（
水
）
午
前
8
時
30
分

か
ら
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
受
付

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

公
益
社
団
法
人
峡
中
広
域
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

（
☎
２
７
９
‐
６
６
２
６
）

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
２
７
９
‐
６
６
２
０
）

　

山
梨
大
学
医
学
部
学
園
祭
で
は
、

医
学
に
関
す
る
講
演
会
や
参
加
体
験

型
の
企
画
を
中
心
と
し
た
医
学
展
、

芸
人
に
よ
る
ス
テ
ー
ジ
企
画
、
学
内

外
団
体
に
よ
る
展
示
や
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
、模
擬
店
の
出
店
を
行
い
ま
す
。

日
時

　
10
月
26
日
（
土
）

　
午
前
9
時
～
午
後
5
時

　
10
月
27
日
（
日
）

　
午
前
9
時
～
午
後
４
時
30
分

場
所　
山
梨
大
学
医
学
部
キ
ャ
ン
パ
ス

（
中
央
市
下
河
東
１
１
１
０
）

問
い
合
わ
せ　
学
祭
実
行
委
員
会

　

nashiisaikouhou@
gm

ail.com

　
国
内
で
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
化
学

物
質
の
中
に
は
、
危
険
性
や
有
害
性
を

持
つ
物
質
が
多
く
あ
る
た
め
労
働
者
が

安
全
に
働
け
る
よ
う
に
化
学
物
質
規
制

が
あ
り
ま
す
。
労
働
安
全
衛
生
法
関
係

法
令
の
改
正
に
よ
り
、
令
和
6
年
4
月

か
ら
職
場
で
の
化
学
物
質
規
制
が
大
き

く
見
直
し
と
な
っ
て
い
ま
す
。
詳
し
く

は
、
労
働
安
全
衛
生
総

合
研
究
所
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　
事
業
者
の
た
め
の
化
学
物
質
管
理

無
料
相
談
窓
口

（
☎
０
５
０
‐
５
５
７
７
‐
４
８
６
２
）

介
護
施
設
運
転
講
習

健
康
体
操
教
室
及
び

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

防災一口メモ　ハザードマップを確認しよう③ ～避難所へ行くときには～

　今年も台風やゲリラ豪雨などでの水害に見舞われる地域が多く、昭和町でも大
雨によって河川の土砂流出や冠水の被害も発生しました。
　昭和町から配布された洪水ハザードマップの 12ページには「避難先について」
掲載され、避難所での注意点も詳しく書かれています。避難所ではルールを守る
こと、周囲への配慮や貴重品の管理などの約束事もありますし、避難する際には、
自分に必要な水や食料、毛布などを持参する必要があります。
　地震被害と違い、天気予報や町からの防災放送などで情報を入手できますので、
事前にどのような方法で避難するのか、避難所へ行く必要があるご家庭は持ち物
などを確認し、備えておきましょう。 女性防災ネット昭和

山
梨
県
労
働
委
員
会
委
員
に
よ
る

労
働
相
談
会

女
性
行
政
書
士
に
よ
る

女
性
の
た
め
の
無
料
相
談
会

無
料
調
停
手
続
相
談
会

中
央
市
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

山
梨
大
学
医
学
部
学
園
祭

「
梨
医
祭
2
0
2
4
」の
ご
案
内

国
内
で
の
化
学
物
質
規
制
が

大
き
く
見
直
し
と
な
り
ま
し
た

令
和
6
年
4
月
1
日
か
ら
相
続
登

記
の
申
請
が
義
務
化
さ
れ
ま
し
た

山
梨
大
学
公
開
講
座

「
す
こ
や
か
に
生
き
る
」

排出量t
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19
16

11

11

可燃ごみ不燃ごみ

336

10

毎月の不燃・可燃ごみ排出量
　８月は、町内の可燃ごみの収
集量が３１１ t、不燃ごみの収集
量が１１ｔとなりました。
　引き続き Reduce（リデュース
＝ごみの減量）Reuse（リユース
＝モノを再使用）Recycle（リサ
イクル＝再資源化）の再確認、
生ごみの水切りやごみの分別を
徹底し、ごみの減量を！！

国保ミニだより
　町が医療機関などに支
払った８月分の医療費は、
約 9,135 万 5 千円（前年
同月比 19.74% の増）です。
　健診結果は生活習慣を
見直すきっかけになりま
す。異常がなくても適度
な運動等で日頃の健康維
持に努めましょう！
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発
行

／
山

梨
県

昭
和

町
役

場
　

　
編

集
／

企
画

財
政

課
〒

409-3880
山

梨
県

中
巨

摩
郡

昭
和

町
押

越
542-2

電
話

 055-275-2111
㈹

　
FAX 055-275-2109

U
RL　

https://w
w

w
.tow

n.show
a.yam

anashi.jp/
メ

ー
ル

　
kikaku@

tow
n.yam

anashi-show
a.lg.jp

Ｘ（
旧

ツ
イ

ッ
タ

ー
）　

https://tw
itter.com

/show
atow

n

チャイルドシート
貸 与 事 業

利用料　無　料（１歳の誕生日の前日まで貸し出し）
対象者　町内に住所を有する１歳未満の子どもの保護者の方
問い合わせ　企画財政課　行政係（☎ 275-8154）

　今月ご紹介した「チキンチ
キンごぼう」は、山口県の郷
土 食 を ア レ ン ジ し た も の で
す。このメニューは、20年以
上前に新しい給食メニューを
一般家庭に応募して決まった
もので、今では一番の人気メ
ニューだそうです。
　今月はハロウィンというこ
とで、本家には入っていない
かぼちゃを使っています。か
ぼちゃは便通を促す食物繊維
や、エネルギー源となる炭水
化物が豊富です。さらにタン
パク質の代謝を助けるビタミ
ンBも含まれているので、成
長期の強い味方！栄養豊富な
“皮”もそのまま使っていま
すので、ぜひ作ってみてくだ
さい♪

ハッピーハロウィン☆
かぼちゃは成長期の強い味方！

チキンチキンごぼう

食育推進協議会事務局 
いきいき健康課（☎ 275-8785）

◆ 作り方
①	鶏もも肉を一口大に切り、砂糖大さじ1、塩ひとつま

みで揉みこみ、片栗粉大さじ1をまぶす。
②	ごぼうを3㎜程度の斜め切りにし、水に5分さらし、水

気を切って片栗粉大さじ1をまぶす。
③	いんげんを横半分に切る。
④	かぼちゃを厚み1㎝で長さ3 ～ 4㎝に切る。
⑤	いんげんとかぼちゃを180度の油で素揚げする。
⑥	ごぼうを3分ほどカラッと揚げる。
⑦	鶏もも肉を５～６分きつね色に揚げる。
⑧	甘辛だれに鶏肉、ごぼう、いんげん、かぼちゃを混ぜ

合わせる。

◆ 材料２人分

※ 甘辛だれ ※

レシピ提供
西条一区食生活改善推進員会

鶏もも肉　　1枚（300ｇ）
ごぼう　　  1/2本
いんげん　  50ｇ
かぼちゃ　  100ｇ

酒
みりん
醤油
砂糖
白すりごま
水

各大さじ１を
フライパンで煮詰める

あとがき
　

2
日
後
に
“
秋
分
の
日
”
を
控
え
、
暦
の
上
で
は

ほ
ぼ
秋
と
な
る
9
月
20
日
。
ス
マ
ホ
の
天
気
予
報
を

見
る
と
“
猛
暑
”
の
二
文
字
が
。
い
つ
ま
で
夏
が

続
く
の
か
と
思
い
な
が
ら
町
内
を
車
で
走
っ
て
い
る

と
、
頭
こ
う
べ

を
垂
れ
る
稲
穂
が
目
に
入
り
、
し
っ
か
り
と

秋
は
近
づ
い
て
い
る
な
と
感
じ
ま
し
た
。

　

さ
て
、
今
月
の
表
紙
は
“
支
え
あ
い
の
ま
ち
づ
く

り
”
を
テ
ー
マ
に
活
動
を
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
で

す
。
本
誌
4
ペ
ー
ジ
の
中
で
活
動
の
内
容
を
掲
載
し

て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
そ

の
中
で
も
紹
介
し
て
い
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
へ
も
お
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
ね
。

広報昭和ではわが家のアイドルを大募集しています！掲載者にはわが家だけ
4 4 4 4 4

の特別表紙※をプレゼント！
お子さんの氏名（ふりがな）、生年月日、住所、ご両親の名前、連絡先、コメント（40 文字以内）とともに、
ご自慢のお子さんのお写真を広報にお寄せください！ ※写真のサイズによっては特別表紙が作成できない場合があります。

申し込み先　昭和町役場 企画財政課（☎ 275-8154）　kikaku@town.yamanashi-showa.lg.jp

明るく優しく元気に大きくなってね

長田 陽
は る と

斗 くん

（父）正幸さん　（母）智絵さん（西条）
令和6 年6 月29 日生（男の子）
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